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本論文では、大学生の親密な友人関係における自己評価維持と関係性維持について拡張
自己評価維持モデルの観点から検討をおこなった。
人は他者との関係において自己の良さを感じ取り、自己を肯定しようと動機づけられて
いる。このような自己高揚動機の存在は、多くの研究において検証されてきた。その中で、
自己評価維持モデル(SelfEvaluationMaintenanceModel)は、個人が自分自身に対し
て抱く、あるいは、他者が自分自身に対して抱いているとその個人が認知する相対的な良
さの感覚を「自己評価」と定義し、個人が他者との比較を通じて、いかに自己評価を維持・
高揚するかについて述べている。自己評価維持モデルは､他者との心理的距離(CIoseness)、
他者と比較した自己の遂行結果(Perfbrmance)、遂行領域の自己関与度(SelfRelevance)
の3つの変数を基に、主に友人関係を対象として多くの実証研究がおこなわれてきた。そ
れらの研究から、個人は自己評価を維持・高揚できる方向に3つの変数の行動的、認知的
調整をおこなっていること、自己評価維持に伴って感情反応が示されること、自己評価を
維持・高揚することが個人の精神的健康に影響すること、などが示されている。
このように、個人は他者との比較を通じて、自己評価を維持・高揚し、それが個人の適
応に機能していることがうかがえる。しかしながら、親密な他者との関係性維持という観
点から考えると、必ずしも個人が他者との関係において自らの自己評価の維持・高揚のみ
を志向することが適応的であるとはいえない。なぜならば、個人が親密な関係にある他者
との比較において自己評価を維持･高揚できていたとしても、その他者の自己評価が維持・
高揚できているとは限らず、むしろ、個人の自己評価を維持・高揚しようとした結果、親
密な他者の自己評価維持を阻害する可能性もあり得るからである。このような状況は、親
密な他者との関係を不安定にする。このように、親密な他者との関係性維持を考慮に入れ
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た場合、自己と他者の双方が自己評価を維持・高揚できていることが、その個人にとって
適応的であると考えられる。このような観点から、Beach&Tbsser(1995)は自己評価維
持モデルを親密な他者との関係に適用し、自他双方的な視点から捉えた拡張自己評価維持
モデル(ExtendedSelfEvaluationMaintenanceModel)を提ﾛ昌している。このモデルで
は、従来の自己評価維持モデルで想定された3つの変数に加え、個人が認識する遂行領域
に対する他者の自己関与度（他者関与度）を考盧し、いくつかの実証研究がおこなわれて
いる。それらの研究から、親密な二者関係にある個人は、自らの結果において自己評価が
維持・高揚されているかだけでなく、親密な関係にある他者の自己評価も維持・高揚でき
ているかについても敏感であり、共感的に反応することが示されている。このようなこと
から、拡張自己評価維持モデルは、自己評価維持と関係性維持という観点から、他者との
親密さをとらえる上で有用なモデルであると考えられる。しかしながら、拡張自己評価維
持モデルは、親密な他者として夫婦関係や恋愛関係を対象に検討されてきたが、親密な友
人関係については検討されてこなかった。友人関係は、生涯を通じて形成される一般的な
対人関係であり、特に青年期の親密な友人関係は、自己概念に大きな影響を与えると考え
られている。このようなことから親密な友人関係を対象として拡張自己評価維持モデルの
観点から検討することは有用であり、検討すべきテーマであると考えられる。また、拡張
自己評価維持モデルに関する実証研究では、その多くが他者への共感的な反応として他者
との比較状況における感情反応を扱っているが、それらは相対的なポジティブ感情の交互
作用のパターンからの検討であり、モデルから予測される具体的な感情内容を用いた検討
はされてこなかった。そのため、具体的な感情内容から検討することでより詳細な検討を
おこなう必要があると考えられる。
以上のような問題意識から本論文では5つの実証研究をおこなった。以下、各章の概要
を述べる。
第1章では、まず、自己評価維持モデルについて説明し、自己評価維持モデルに関する
先行研究を概観した。先行研究においては、自己関与度・遂行結果・心理的距離の3つの
変数のうち、2つを操作し、残りの1つの変数への影響を検討した研究、自己評価の上昇
や低下に伴う感情反応に着目した研究、自己評価維持と個人の適応との関連を示した研究
について紹介し、自己評価の高揚や低下の事態を捉えることが可能とされる感情反応に着
目することの有用性を述べた。次に、親密な他者との関係性維持という側面に着目し、自
己評価維持モデルを親密な関係に適用した拡張自己評価維持モデルについての説明と先行
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第2章では、本論文の目的と構成について述べた。拡張自己評価維持モデルにおける問
題点について以下の2点を示唆した。1つ目は、拡張自己評価維持モデルを用いた実証研
究では、夫婦関係、恋愛関係、きょうだい、双子がみられるが、親密な友人関係を対象と
した研究はおこなわれていないことである。2つ目は、拡張自己評価維持モデルを用いた
実証研究では、相対的なポジティブ感情を従属変数とした反応のパターンからの検討であ
り、具体的な感情内容については検討されてこなかったことである。前者の問題点につい
て､本論文では､友人関係は生涯を通じて形成･維持される一般的な対人関係であること、
特に青年期における親密な友人関係は自己概念に大きな影響を与えること（岩永，1991)、
青年期において、友人と親密な関係をいかに築いていくが、一生涯に渡って個人に多大な
影響を及ぼす重大な問題であること（岡田,2008)、親密な友人関係が個人の適応や精神的
健康を支える重要な社会的資源となることを挙げ、親密な友人関係において拡張自己評価
維持モデルの観点から検討することの必要性を述べた。後者については、他者よりも優れ
ていること対する個人の不快経験について検討し、その感情内容を示したRxline&Lobel
（1999;2001）のSTTUCフレームワークを紹介し、拡張自己評価維持モデルの知見とあ
わせ、感情内容からを検討することの有用性について述べた。以上のことから、本論文の
目的について、大学生の友人関係の親密な友人関係における自己評価維持と関係性維持に
ついて拡張自己評価維持モデルを用いて検討することであると述べた。また、本論文の実
証研究の構成は、大きく以下の3つからなることを述べた。（1）親密な友人関係を対象と
した自己評価維持モデルおよび拡張自己評価維持モデルで予測される感情反応の追試的検
討（第3章：研究1．研究2)。(2)Exline&Lobel(2001)のSTTUCフレー ムワー ク
を参考に、拡張自己評価維持モデルで予測される感情反応について具体的な感情内容から
の検討（第4章：研究3．研究4)。（3）親密な友人よりも優れている状況における感情反
応と個人の精神的健康との関連の検討（第5章：研究5．研究6)。
第3章（研究1，2）では、親密な友人関係を対象とした追試的検討をおこなった。研
究lにおいて、自己評価維持モデルで予測される感情反応について追試的検討をおこなっ
た。本研究の結果、自己評価維持モデルの予測通り、自己評価の低下が予測されるネガテ
ィブな比較過程に関する状況よりも、自己評価の上昇が予測されるポジティブな比較過程
や反映過程に関する状況に対して、相対的にポジティブ感情が高いことが示された。研究
2では、拡張自己評価維持モデルで予測される感情反応が親密な友人関係においてみられ
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るかどうかを目的とし、先行研究(Beacheta1,1998)の手続きに基づいて検証をおこなっ
た。その結果、親密な友人関係においても、拡張自己評価維持モデルで予測されるような
相手に対する共感的な反応のパターンが一部見られることが示された。しかしながら、本
研究ではあくまで相対的なポジティブ感情の交互作用パターンからの検討であり、特に親
密な友人と知人に対する反応の違いについて具体的にどのように異なるのかについては、
検討されていない。そのため、より具体的な感情内容を検討する必要性があることが示唆
された。
第4章（研究3，4）では、本研究では、これまでの拡張自己評価維持モデルで予測さ
れる感情反応について、その具体的な内容から検討することを目的とした。本研究では、
Exline&Lobel(2001)の方法を基に、拡張自己評価維持モデルの観点から検討をおこな
った。具体的には、他者よりも優れている状況に焦点を置き、遂行領域の他者関与度、そ
の状況における他者の感情推測（他者はどのように感じると思うか)、自己の感情反応の側
面から検討をおこなった。研究3では、過去の状況の想起させる方法によって検討をおこ
なった。その結果、他者関与度が高い領域では、他者との親密さの高さが、「相手を傷つけ
ていないか不安を感じる」といった他者に対する共感的なネガティブ感情（共感的ネガテ
ィブ感情）の高さを予測し、「相手よりも優れていることに心地よさを感じる」といった自
己高揚的なポジティブ感情（高揚的ポジティブ感情）の低さを予測した。一方で、他者関
与度が低い領域では、他者との親密さの高さが、「他者も喜んでいると嬉しく感じる」とい
った他者からの賞賛を予測したポジテイブ感情（賞賛的ポジテイブ感情）の高さを予測し
た。本研究の問題点として、比較他者を友人関係に限定しなかったこと、過去の状況の想
起から検討したため、刺激が統一されていないことの2点を挙げられた。研究3では、こ
れらの問題点を改善し、比較他者として「親密な友人｣、「知人｣、「好ましくない他者」の
3人物の比較をおこない、状況をシナリオ法で提示することで刺激の統一をおこなった。
その結果、高揚的ポジティブ感情は、他者関与度高領域における「好ましくない他者」に
対して最も高く、「知人｣、「親密な友人」の順で低いことが示された。また、賞賛的ポジテ
イブ感情は、他者関与度低領域におい「知人」「好ましくない他者」と比べ、「親密な友人」
に対して高いことが示された。共感的ネガティブ感情は、他者関与度低領域よりも高領域
で高く、「親密な友人」に対して最も高いことが示された。研究3，4の結果は、拡張自己
評価維持モデルの予測された親密な他者に対する共感的な反応をより具体的な感情内容か
ら検討し、モデルの予測を支持する結果であった。
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第5章（研究5）では、研究3，4で示された親密な友人に対する共感的な反応が個人
の精神的健康に及ぼす影響について検討した。その結果、それぞれの感情反応と社会的望
ましさ得点との関連は示されなかったが、他者関与度低領域における他者のポジティブ感
情推測および賞賛的ポジティブ感情と、主観的幸福感に正の相関関係が示された。この結
果から、（1）これまでの一連の研究において用いた自己報告型の感情報告と社会的望まし
さ反応との関連が示されなかったこと、（2）（拡張自己評価維持モデルの観点から）自己
の遂行結果によって互いにベネフィットが高まると予測される状況に対して、相手からの
賞賛や喜びといった賞賛的ポジテイブ感情を示すこと、言い換えれば、自己の遂行結果に
よって、互いのベネフィットを予測できることが個人の適応に結びつく可能性が示唆され
た。
第6章では、本論文のまとめと、問題点、今後の課題について述べた。本論文では、親
密な友人関係における自己評価維持と関係性維持について拡張自己評価維持モデルの研展
から検討した。これまで拡張自己評価維持モデルを用いた研究において、親密な友人関係
を対象としていなかったことや個人の感情反応の交互作用のパターンからのみの検討であ
り、その結果においても必ずしも安定したものではないという問題点があった。本論文で
は､まず､先行研究において用いられた方法を親密な友人関係を対象とし検討することで、
親密な友人関係への適用の可能性を示唆し、次に、他者よりも優れている状況を焦点とし
て、具体的な感情内容から検討し、さらに、それらの知見を用いて個人の適応に及ぼす影
響について示唆した。
本論文にはいくつかの限界が認められるが、それぞれの内容について問題点を挙げ、そ
して、それらに対する今後の課題について述べた。
以上のように、本論文では、自己評価維持という側面から友人関係の親密さを検討する
ことに対する有用性を示唆した。本論文から得られた知見は、対人関係の形成、発展、維
持の諸問題の解明に寄与する可能性があると考えられる。
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